








KH Coder とＲを用いたネットワーク分析 












ある中心性の数値の抽出はKH Coder に内蔵されたR＊2を利用した。 












2.1 分析対象ファイルの準備：テキストデータのHTML マーキング（図 2.1.1） 
テキストデータのどこからどこまでを１つの文とみなすかを指定するため， HTMLマーキ
                                                           
＊1 KH Coderは，計量テキスト分析もしくはテキストマイニングのためのフリーソフトウェアであ 
る。KH Coderの著作権は，樋口耕一が保持している。 
＊2 Rは，数学や統計学のためのさまざまな関数やグラフィックス機能が備わっているデータ分析 
用のフリーソフトである。本稿で用いたRのバージョンは，R version 2.12.2(2011-02-25)である。 
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図 2.1 分析対象ファイル（一部） 
 
2.2 分析対象ファイルの登録 
分析対象ファイルを「プロジェクト」としてKH Coder に登録する。 



























図 2.2.1 分析対象ファイルの登録 
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2.3 共起ネットワークの起動（図 2.3） 
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図 2.4 共起ネットワークのオプション 
 
 












① 共起ネットワーク初期画面（図 2.5）左下の「中心性（媒介）」をクリックする。 
② 「中心性（媒介）」，「中心性（次数）」，「中心性（固有ベクトル）」，「サブグラフ検出（媒介）」， 
























































































図 2.6.1 共起ネットワーク（媒介中心性） 
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図 2.6.4 サブグラフ（媒介） 
図 2.6.6 サブグラフ（modularity） 
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3.  中心性の数値化 
KH Coder では，共起ネットワークにおける中心性得点と，サブグラフのクラスター番号を 
確認することができる[6]。 
 
3.1 「R Source」形式で保存（図 3.1） 
① 共起ネットワーク図の左下の「保存」をクリックする。 
② 「プロットを保存」の画面で「保存先」を指定する。（保存先：筆者のUSB メモリー内の 
「中心性R」フォルダ  ー ） 
③ 「ファイル名」を入力する。（ファイル名：10代一般） 







図 3.1 「R Source」形式で保存 
③ ファイル名入力 
④ R Source(*.r) を 
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3.2  R の実行 
① KH Coder フォルダーの「Rgui.bat」をクリックすると，R の初期画面が表示される。 
 
 





図 3.2.2  Rの初期画面 
① ここをクリック 
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図 3.2.3  R コードの呼び込み 
 





















⑤  Rコード[6]（次ページの中心性得点とサブグラフのクラスター番号抽出用R コード）をR 
上に入力し，中心性の得点とサブグラフのクラスター番号を抽出する（図 3.2.7）。 
なお，R コードは，R 上に直接入力してもよいが，メモ帳（notepad）にいったん保存し 
た後，必要に応じてコピーし，R 上に貼り付けるほうが便利である（図 3.2.6）。 
 
 
図 3.2.6 メモ帳に保存したR コードの一部 
 
⑤ ここにR コードを入力 
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中心性得点とサブグラフのクラスター番号抽出用R コード 
merge_step <- function(n2, m){ 
for ( i in 1:( trunc( length( m ) / 2 ) ) ){
temp_csize <- community.to.membership(n2, m,i)$csize
num_max <- max( temp_csize )
num_alone <- sum( temp_csize[ temp_csize == 1 ] )
num_cls <- length( temp_csize[temp_csize > 1] )
#print( paste(i, "a", num_alone, "max", num_max, "cls", num_cls) )
if (
num_max / length(get.vertex.attribute(n2,"name")) >= 0.225
&& num_max > num_alone








return( trunc(length( m ) / 2) )
}
# コミュニティ検出（betweenness）
com_b <- edge.betweenness.community(n2, directed=F)
com_b <- community.to.membership(n2, com_b$merges, merge_step(n2,com_b$merges)
)
# コミュニティ検出（modularity）
com_m <- fastgreedy.community(n2, merges=TRUE, modularity=TRUE)
com_m <- community.to.membership(n2, com_m$merges, merge_step(n2,com_m$merges)
)
# コミュニティ検出（random walks）























図 3.2.7 抽出後のR の画面（一部） 
 







図 3.2.8 Excel に張り付けた中心性得点とクラスター番号（一部） 
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表 3.2.9 中心性得点とサブグラフのクラスター番号 











1 父 12 父 57.564 家 1.000 戦争 0 戦争 0 友達 0
2 友達 11 友達 46.742 空襲 0.907 空襲 0 空襲 0 先生 0
3 家 10 家 29.113 仕事 0.890 仕事 0 仕事 0 女学校 0
4 母 9 海 20.622 戦争 0.820 疎開 0 生活 0 父 0
5 学校 8 母 19.577 海 0.786 家 0 疎開 0 上手 0
6 戦争 8 花 17.023 父 0.749 光 0 家 0 母 0
7 仕事 8 好き 16.947 学校 0.707 海 0 海 0 本 0
8 光 8 学校 16.500 友達 0.705 親 0 友達 1 公園 1
9 海 8 先生 16.337 母 0.686 友達 1 学校 1 相撲 1
10 先生 7 光 16.062 光 0.671 学校 1 小説 1 海水浴 1
11 空襲 7 生活 12.325 親 0.547 先生 1 父 1 小学校 1
12 女学校 6 公園 11.118 生活 0.518 女学校 1 上手 1 小説 1
13 公園 6 女学校 9.118 疎開 0.489 父 1 母 1 一緒 2
14 相撲 6 小学校 8.116 好き 0.457 母 1 先生 2 花 2
15 生活 6 相撲 7.661 先生 0.386 公園 2 一緒 2 頭 2
16 疎開 6 頭 7.460 花 0.374 相撲 2 花 2 学校 3
17 好き 6 親 6.747 小説 0.358 海水浴 2 頭 2 生活 3
18 花 6 戦争 6.443 公園 0.328 小学校 2 公園 3 好き 3
19 親 6 仕事 6.167 女学校 0.316 一緒 3 相撲 3 戦争 4
20 小学校 5 疎開 4.884 相撲 0.244 花 3 海水浴 3 空襲 4
21 小説 5 小説 4.533 頭 0.208 頭 3 小学校 3 仕事 4
22 頭 4 本 2.723 小学校 0.206 高校 4 女学校 4 疎開 4
23 海水浴 3 空襲 1.534 本 0.188 小説 5 高校 5 家 4
24 一緒 3 海水浴 0.983 海水浴 0.161 生活 6 好き 6 光 4
25 本 3 一緒 0.700 上手 0.153 好き 7 本 7 海 4
26 上手 2 高校 0.000 一緒 0.148 上手 8 光 8 親 4




4.  おわりに 
今回，後期高齢者の 10代の自伝的記憶の特徴を探る方法の一つとして，KH Coder を用いて
記憶内容のデータの抽出と解析を行った。語と語の関係性を共起ネットワーク図で示し，KH 
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